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５ 追検査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 選考基準と選考の際の資料について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

７ 第２希望の志願について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ 「選考基準」とは、どのようなものですか？ 
 
Ａ 各高等学校が各校のアドミッション・ポリシーを踏まえ、実施する検査、選考の際のそれぞれの資
料の扱い方および特色検査等の評価の観点を示したものです。全公立高等学校の「選考基準」は、こ
の冊子の 13 ページ以降に掲載しています。また、下記の神奈川県教育委員会のホームページでも公
開しています。 

 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/dc4/nyusen/nyusen/senko_kijun.html 

Ｑ 「調査書」とは、どのようなものですか？ 
 
Ａ 中学校が作成する書類で、学習の記録と中学校での活動等の記録が記載されています。具体的には、
「調査書の見本」(10 ページ)を参照してください。 
学習の記録の欄に記載されている２、３年生の「評定」と３年生の「主体的に学習に取り組む態度」

の「評価」については、選考の際に資料として使用します。諸活動の記録や所見欄等に記載されてい
る内容については、一般募集における特色検査（面接）や特別募集における面接の際の参考資料とし
ます。 

Ｑ 調査書と学力検査の重点化とは、どのようなことですか？ 
 
Ａ 例えば「中学校での英語の評定を２倍」、「学力検査の英語の得点を 1.5 倍」などのように、特定の
教科の中学校の評定や学力検査の得点に対して、２倍までの範囲で重みをおくことです。 

  調査書の評定は、各教科の［（第２学年の評定）＋（第３学年の評定）×２］の数値を３教科まで、
調査書の「主体的に学習に取り組む態度」の評価は３教科まで、学力検査の結果は２教科まで重点化
することができます。 

  重点化の内容は、13 ページ以降の「選考基準」に掲載しています。 

Ｑ 第２希望まで志願できるのは、どのようなときですか？ 
 
Ａ 農業、工業、商業および水産に関する学科を置く高等学校の専門学科を志願するとき、同じ高等学
校に設置された同じ課程の別の学科を第２希望として志願できます。（ただし、同じ『○○に関する
学科』の中の学科に限る。） 

  横浜市立戸塚高等学校において、同じ学科の別のコースを第２希望として志願できます。横浜市立
横浜商業高等学校の別科も同様に第２希望の志願ができます。 

  県立横浜明朋高等学校と県立相模向陽館高等学校、横浜市立横浜総合高等学校の定時制の課程で
は、同じ学科の他の部を第２希望として志願できます。県立横浜明朋高等学校および県立相模向陽館
高等学校の在県外国人等特別募集においても、同じ学科の他の部を第２希望として志願できます。県
立横浜国際高等学校において、国際科（国際バカロレアコースを除く。）および国際科国際バカロレ
アコースのそれぞれについて他のコース等を第２希望として志願できます。 

Ｑ 「追検査」とは、どのような検査ですか？ 
 
Ａ 追検査とは、インフルエンザ等の感染症の罹患、月経随伴症状等の体調不良等の本人に帰責されな
い身体・健康上の理由に該当する場合、自然災害や検査会場に向かう途中の事故・事件に巻き込まれ
た場合、痴漢の被害にあった場合等、やむを得ない事情により一般募集（共通選抜（クリエイティブ
スクールを除く。））、特別募集（インクルーシブ教育実践推進校特別募集及び後期募集を除く。）、中途
退学者募集および別科において、学力検査又は作文（定時制の課程において、作文をもって学力検査
に代える場合に限る。）を受検できなかった志願者、一般募集(共通選抜(クリエイティブスクール))にお
いて、特色検査（面接）を受検できなかった志願者並びに連携型中高一貫教育校連携募集（県立光陵高等学
校を除く。）およびインクルーシブ教育実践推進校特別募集において面接を受検できなかった志願者
の中で、追検査を希望する者を対象として実施する検査です。 

Ｑ 特色検査の追検査は、実施するのですか？ 
 
Ａ 一般募集（共通選抜（クリエイティブスクール））における特色検査（面接）のみ実施します。 
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